
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
世
界

〈
別
記
〉
の
形
式
を
め
ぐ
っ
て

小
　
椋
　
愛
　
子

　
　
　
　
　
論
文
要
旨

　
『
楊
鴫
暁
筆
』
に
は
、
本
文
に
対
し
て
段
下
げ
で
示
し
た
別
記
の
形
式
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
形
式
は
全
体
で
約
百
箇
所
に
上
り
、
そ
の
頻
度
は
、
一

つ
の
説
話
に
複
数
あ
る
も
の
も
含
め
、
説
話
数
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
に
当
た
り
、
重
要
な
意
味
を
有
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
諸
本
で
、
別

記
の
採
否
に
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
管
見
に
入
っ
た
全
て
の
諸
本
に
別
記
の
形
式
が
認
め
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
本
文
と
「
別
記
文
」
が
同
じ
時
期
の

成
立
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
「
本
文
」
と
の
関
係
か
ら
、
「
別
記
文
」
の
意
味
を
考
え
る
。
「
別
記
文
」
が
「
本
文
」
の
単
な
る
従
属
物
で
は
な
い
こ

と
、
ま
た
、
こ
の
形
式
が
こ
の
時
期
の
説
話
受
容
と
関
わ
る
こ
と
を
論
じ
る
。
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、
は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
↓

　
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
十
五
世
紀
中
葉
か
ら
十
六
世
紀
に
か
け
て
成
立
し
た
雑
録
、
或
い
は
説
話
集
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
楊
鴫
暁
筆
』
に
、

本
文
に
対
し
て
段
下
げ
で
記
し
た
別
記
の
形
式
が
見
ら
れ
る
。
全
体
で
約
百
箇
所
に
上
り
、
一
つ
の
説
話
に
複
数
入
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、

そ
の
頻
度
は
説
話
数
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
に
当
た
り
、
重
要
な
意
味
を
有
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
、
市
古
貞
次
氏
に
よ
っ
て



活
字
刊
行
さ
れ
、
研
究
の
歴
史
も
短
い
が
、
各
説
話
の
内
容
や
こ
の
表
記
の
形
式
な
ど
か
ら
、
先
行
説
話
の
受
容
の
あ
り
方
、
『
楊
鴫
暁
筆
』

の
集
と
し
て
の
成
り
立
ち
を
考
え
る
上
で
、
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
よ
っ
て
こ
の
「
別
記
文
」
に
注
目
し
て
み
た
い
。
ち
な
み
に
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

「
別
記
文
」
と
い
う
名
称
は
日
比
野
和
子
氏
の
『
源
平
盛
衰
記
』
の
論
文
に
従
う
こ
と
と
す
る
。

二
、
別
記
の
場
所

　
「
別
記
文
」
は
ど
の
よ
う
な
場
所
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
別
記
文
」
は
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
全
体
に
ほ
ぼ
均
等
に
み
ら
れ
る
が
、
な
か
で
も
、

巻
九
・
似
類
上
、
巻
十
・
似
類
下
は
、
頻
度
が
高
い
。
こ
の
、
巻
九
・
十
は
、
巻
の
主
題
「
似
類
」
が
示
す
通
り
、
類
し
た
テ
ー
マ
の
説
話
を

二
話
、
又
は
三
話
ご
と
に
並
べ
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
楊
鴫
暁
筆
抄
』
本
（
後
述
）
の
、
巻
九
・
巻

十
の
目
次
で
は
、
「
…
…
与
…
…
」
と
い
う
よ
う
に
、
各
説
話
の
表
題
を
二
話
或
い
は
三
話
を
組
と
し
て
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

こ
こ
で
の
「
別
記
文
」
は
、
類
す
る
二
話
、
三
話
ご
と
の
区
切
り
と
な
る
箇
所
に
あ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
巻
十
で
は
、
第
一
、
二
の
後

に
「
別
記
文
」
が
あ
り
、
次
に
（
傍
線
筆
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
　
第
三
「
焚
姫
乗
鶴
」

　
　
　
唐
趙
武
霊
王
と
申
は
戦
国
の
其
独
也
。
彼
王
崩
御
な
ら
せ
給
ふ
が
正
后
焚
姫
わ
か
れ
を
お
し
み
、
天
地
に
あ
ふ
ぎ
ふ
し
て
歎
き
、
七
日

　
　
供
御
を
断
て
死
せ
ん
と
し
給
ひ
し
、
其
夜
、
武
霊
王
白
鶴
に
乗
じ
来
て
后
を
と
も
に
鶴
に
の
せ
飛
さ
り
給
ふ
と
な
ん
。
続
述
征
記
と
い
ふ

　
　
物
に
見
へ
た
り
。

　
　
　
第
四
「
漢
祖
乗
鳥
」

　
　
　
漢
高
祖
と
楚
項
羽
と
河
陽
に
し
て
た
・
か
は
れ
し
に
、
漢
の
軍
よ
は
ふ
し
て
項
羽
に
取
ま
か
れ
し
事
数
里
、
高
祖
食
乏
き
が
故
に
、
独

　
　
起
き
て
夜
中
に
泣
給
ひ
し
か
ば
、
い
つ
く
よ
り
と
も
し
ら
ず
、
大
鳥
一
飛
来
り
、
高
祖
を
乗
て
逃
さ
り
ぬ
。
其
後
二
日
を
へ
て
、
高
祖
又
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兵
を
起
し
て
攻
来
り
給
へ
り
。

　
　
　
　
こ
れ
ら
は
み
な
志
の
い
た
り
い
た
ら
ざ
る
と
運
の
つ
き
、
つ
き
ざ
る
に
よ
る
事
な
る
べ
し
。

と
あ
り
、
第
四
の
話
末
に
「
別
記
文
」
が
あ
る
。
こ
の
両
話
は
表
題
か
ら
も
類
し
た
内
容
の
話
と
い
え
る
が
、
そ
れ
を
強
調
し
て
い
る
の
が
第

四
の
話
末
の
「
別
記
文
」
で
あ
ろ
う
。
「
別
記
文
」
で
「
こ
れ
ら
は
み
な
」
の
「
こ
れ
ら
は
」
が
、
両
話
を
指
す
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
し

て
、
両
話
の
要
点
を
述
べ
る
こ
と
で
、
「
本
文
」
へ
の
見
解
を
述
べ
、
「
本
文
」
を
総
括
す
る
。
又
、
第
五
、
六
の
説
話
の
後
に
「
別
記
文
」
が

あ
り
、
次
に

　
　
　
第
七
「
魯
連
先
生
」

　
　
　
魯
連
先
生
と
云
は
魏
の
大
将
軍
也
。
或
時
兵
を
起
し
、
趙
軍
と
戦
事
は
な
は
だ
し
。
魏
軍
勝
に
の
り
、
趙
の
兵
を
追
に
、
日
既
に
昏
ぬ

　
　
れ
ば
、
魯
連
脆
て
日
を
拝
し
、
文
を
も
て
日
を
か
へ
す
に
、
日
す
な
は
ち
還
て
日
中
な
り
。
魏
志
に
見
へ
た
り
。

　
　
　
第
八
「
噌
陽
公
」

　
　
　
噌
陽
公
と
云
は
楚
の
大
将
軍
也
。
か
れ
韓
と
戦
に
日
暮
ぬ
れ
ば
、
文
を
と
ば
し
て
日
を
さ
し
ま
ね
く
に
、
退
事
三
舎
也
。
三
舎
と
云
は

　
　
八
十
八
宿
を
一
舎
と
す
と
い
へ
り
。
稽
聖
賦
に
見
へ
た
り
。

　
　
　
　
此
両
人
日
を
還
す
事
、
同
異
尋
ぬ
べ
し
。
又
仏
家
に
は
日
を
還
す
沙
汰
を
し
ら
ず
、
倶
舎
等
の
性
相
に
背
く
が
ゆ
へ
な
り
。

と
続
き
、
第
八
の
話
末
に
「
別
記
文
」
が
あ
る
。
こ
の
「
別
記
文
」
も
同
様
に
、
「
此
両
人
…
…
」
と
指
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
七
、
第

八
を
受
け
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
両
話
は
時
代
・
国
を
異
に
す
る
が
、
日
が
暮
れ
て
き
た
た
め
に
、
文
を
も
っ
て
日
を
招
き
返
し
た
将
軍

の
話
と
し
て
内
容
も
類
似
し
て
い
る
が
、
「
別
記
文
」
が
、
こ
の
両
話
の
関
係
を
よ
り
強
調
し
、
こ
の
両
話
を
総
括
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
「
別
記
文
」
が
、
類
し
た
話
の
区
切
り
に
多
い
こ
と
、
か
つ
、
「
本
文
」
を
総
括
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
別
記
文
」
は
、
複
数
の
話
を
ま
と

め
る
働
き
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
又
、
別
記
の
形
式
を
採
る
こ
と
で
視
覚
的
に
も
区
切
り
が
明
白
に
な
っ
て
い
る
。

　
諸
本
に
よ
っ
て
は
、
各
説
話
に
表
題
を
示
さ
な
い
事
の
多
い
巻
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
巻
は
、
巻
十
六
・
霊
剣
、
巻
十
七
・
珠
玉
、
巻
廿
三
・
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雑
な
ど
で
あ
り
、
巻
十
六
、
巻
十
七
は
そ
れ
ぞ
れ
、
巻
の
題
で
あ
る
霊
剣
・
珠
玉
の
様
々
な
種
類
の
説
話
を
列
挙
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

れ
ら
の
巻
で
「
別
記
文
」
は
、
各
説
話
の
区
切
り
が
不
明
確
な
も
の
の
後
に
あ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
に
「
別
記
文
」
を
も
っ
て
、
各
説
話
の

区
切
り
を
示
す
も
の
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
「
別
記
文
」
が
各
説
話
の
区
切
り
を
明
確
に
す
る
働
き
を
持
つ
と
い
え
る
で
あ
ろ

、
つ
。

　
「
別
記
文
」
は
、
内
容
か
ら
、
又
、
視
覚
的
に
も
各
説
話
の
区
切
り
、
或
い
は
、
巻
の
中
で
の
一
つ
の
区
切
り
を
な
し
て
い
る
と
い
え
、
巻

の
構
成
に
も
意
味
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
諸
本
の
別
記
文
の
扱
い

　
こ
こ
で
、
諸
本
が
、
こ
れ
ら
の
「
別
記
文
」
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
現
在
ま
で
『
楊
鴫
暁
筆
』
に
は
、
二
十
三
巻
本
、
二
十
巻
本
（
二
十
三
巻
本
の
巻
三
・
十
・
十
一
が
欠
巻
）
「
楊
鴫
暁
筆
抄
」
（
別
名
「
暁
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

抄
」
二
十
三
巻
本
の
巻
四
・
五
・
六
・
七
・
八
・
十
八
・
十
九
・
二
十
・
二
十
一
が
欠
巻
）
の
三
形
態
が
知
ら
れ
て
い
る
。
（
但
し
叢
書
『
摂

　
（
6
）

津
徴
』
に
部
分
的
に
所
収
さ
れ
て
い
る
も
の
は
除
き
、
独
立
し
た
も
の
の
み
で
考
え
る
。
）

　
そ
の
中
で
管
見
に
及
ん
だ
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

二
十
三
巻
本

　
　
　
国
会
図
書
館
蔵
本
－

　
　
　
内
閣
文
庫
蔵
本

　
　
　
鈴
鹿
文
庫
蔵
本

　
　
　
京
都
大
学
蔵
本
（
文
学
部
図
書
館
蔵
）
①
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二
十
巻
本

　
　
　
神
宮
文
庫
蔵
本
〈
1
＞

　
　
　
京
都
大
学
蔵
本
（
二
種
）

　
　
　
　
　
・
二
十
冊
（
『
楊
鴫
暁
筆
拾
遺
』
と
し
て
、
二
十
巻
本
に
は
な
い
三
巻
が
別
に
あ
る
）
②

　
　
　
　
　
・
巻
七
～
十
欠
　
十
冊
（
二
十
巻
本
の
七
～
十
巻
欠
・
巻
十
は
、
二
十
三
巻
本
の
巻
十
四
に
あ
た
る
）
③

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
二
種

　
　
　
刈
谷
図
書
館
蔵
本

楊
鴫
暁
筆
抄

　
　
　
国
会
図
書
館
蔵
本
・
抄
H

　
　
　
神
宮
文
庫
蔵
本
・
抄
　
〈
2
＞

　
　
　
陽
明
文
庫
蔵
本
・
抄

　
諸
本
の
い
ず
れ
に
も
別
記
の
形
式
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
個
々
の
別
記
の
採
否
に
は
異
同
が
見
ら
れ
る
。
次
の
【
表
1
】
は
別
記
の
採

否
の
「
巻
十
二
・
因
果
」
と
「
巻
十
三
・
怨
念
」
の
箇
所
の
部
分
で
あ
る
。
「
四
、
宝
天
比
丘
」
の
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
二
十
三
巻
本
、

二
十
巻
本
が
こ
こ
を
別
記
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
抄
本
で
は
別
記
と
せ
ず
、
「
本
文
」
扱
い
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
二
十
三
巻
本
、

二
十
巻
本
の
別
記
の
採
用
箇
所
と
、
抄
本
の
別
記
の
採
用
箇
所
に
は
明
ら
か
に
違
い
が
認
め
ら
れ
、
別
記
の
採
用
箇
所
か
ら
大
ま
か
に
二
形
態

　
　
　
　
（
7
）

に
分
け
ら
れ
る
。

【
表
1
】
（
部
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
記
の
形
式
を
採
っ
て
い
る
も
の
は
○
、
採
っ
て
い
な
い
も
の
は
×
で
示
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
別
記
文
」
中
で
、
別
記
の
形
式
と
本
文
形
式
と
が
混
じ
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
（
特
に
丁
が
変
わ
る
箇
所
な
ど
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に
多
い
。
）
そ
れ
ら
は
、
一
応
、
別
記
の
形
式
に
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
あ
っ
た
と
み
な
し
、

扱
う
。
又
、
諸
本
に
つ
い
て
は
、
略
称
を
用
い
る
。

別
記
の
形
式
と
し
て

巻

題

別
記
の
箇
所

国
会
1

内
閣

鈴
鹿
京
大
①

神
宮
〈
1
＞

京
大
②

京
大
③

刈
谷

国
会
n

神
宮
〈
2
＞

陽
明

巻
十
二
因
縁

四
、
宝
天
比
丘

○

○

○

○

○

○

欠

○

×

×

×

巻
十
三
怨
念

五
、
肥
後
国
女

三
国
伝
記
に
は
信
州
に
善
阿
弥
と
い
ふ
者
あ
り
。
：
：
：
冥
よ
り
く
ら
き
や
み
ち
と
読
る
は
、
此
時
の
歌
と
申
伝
侍
り
。

○

錯
簡

○

○

○

○

欠

○

×

×

×

七
、
柿
本
紀
僧
正

今
云
、
木
原
王
子
と
は
惟
高
の
御
事
欺
。
：
：
：
伊
勢
物
語
に
見
へ
た
り
、
い
か
“
。

○

○

○

○

○

○

欠

○

×

×

×

十
九
、
蜀
杜
鵠

今
云
、
ほ
と
・
ぎ
す
と
云
字
を
杜
鴫
と
も
不
如
帰
と
も
書
く
、
・
：
：
・
又
ほ
と
・
ぎ
す
を
蜀
魂
と
も
書
る
は
同
事
歎
。

○

○

○

○

○

○

欠

○

×

×

×

二
十
、
死
女
本
結
今
云
、
限
な
り
し
時
、
・
：
：
・
し
か
は
あ
れ
ど
、
澄
憲
の
か
た
ら
れ
、
長
明
が
書
置
け
る
上
は
、
う
た
が
ふ
べ
か
ら
ず
や
。

○

○

○

○

○

○

欠

○
脱
文
あ
り

×

×

×
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諸
本
の
間
に
、
本
文
の
異
同
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
別
記
形
式
の
採
否
に
異
同
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
管
見
に
及
ん
だ
全
て
の
諸
本
に
別
記
の

形
式
が
認
め
ら
れ
、
又
、
別
記
扱
い
に
な
っ
て
い
な
い
箇
所
も
、
そ
の
内
容
が
欠
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
「
本
文
」
扱
い
に
な
っ
て
い
る

の
み
で
、
そ
の
内
容
は
「
本
文
」
と
し
て
あ
る
。
か
く
し
て
読
者
が
享
受
す
る
時
点
で
す
で
に
「
別
記
文
」
の
内
容
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、

「
別
記
文
」
の
内
容
自
体
、
「
本
文
」
と
同
じ
時
期
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。

　
別
記
の
形
式
は
、
流
布
の
時
点
で
も
、
か
な
り
重
要
視
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
顕
著
な
例
と
し
て
、
京
都
大
学
蔵
本
の
『
楊
鴫
暁

筆
抜
書
』
が
あ
る
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
中
か
ら
、
任
意
に
い
く
つ
か
の
巻
、
そ
の
中
の
主
要
な
箇
所
を
二
、
三
行
程
、
覚
え
書
き
的
に
書
き
抜

い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
、
別
記
の
形
式
は
認
め
ら
れ
る
。
「
別
記
文
」
を
書
く
と
き
に
は
、
書
き
抜
い
た
「
本
文
」
と
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

べ
て
、
別
記
の
形
式
と
わ
か
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
覚
え
書
き
的
な
も
の
に
も
別
記
の
形
式
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

は
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
作
品
が
別
記
の
、
こ
の
形
式
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

四
、
別
記
文
の
意
味
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次
に
、
別
記
形
式
の
意
味
を
考
え
る
為
、
巻
十
三
・
怨
念
の
二
つ
の
話
、
第
五
「
肥
後
国
女
」
と
、
第
二
十
「
死
女
本
結
」
に
つ
い
て
考
え

る
。
こ
の
両
話
は
出
典
を
同
じ
く
し
、
か
つ
、
先
の
【
表
1
】
に
も
挙
げ
た
よ
う
に
、
管
見
に
入
っ
た
全
て
の
諸
本
が
別
記
形
式
を
同
じ
く
す

る
。　

ま
ず
、
巻
十
三
・
怨
念
・
第
五
「
肥
後
国
女
」
は
、
「
本
文
」
の
末
尾
、
「
別
記
文
」
の
冒
頭
、
又
、
市
古
貞
次
氏
の
頭
注
に
も
あ
る
通
り
、

『
発
心
集
』
巻
四
・
第
五
「
肥
州
の
僧
、
妻
、
魔
と
為
る
事
　
悪
縁
を
恐
る
べ
き
事
」
、
『
三
国
伝
記
』
巻
二
・
第
二
十
七
「
信
濃
国
遁
世
者
往

生
事
」
に
よ
る
。
『
私
聚
百
因
縁
集
』
に
も
類
話
が
あ
る
が
、
「
本
文
」
の
末
尾
に
、
「
往
生
伝
に
は
康
平
の
比
と
し
る
せ
り
と
長
明
は
書
け
り
。
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
発
心
集
』
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。



　
　
　
　
（
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
『
発
心
集
』
、
『
三
国
伝
記
』
を
比
較
し
て
み
る
と
、
内
容
と
し
て
の
話
の
展
開
の
順
は
『
発
心
集
』
に
ほ
ぼ
同
じ
で
、
三
者
と
も
、
大
ま
か

な
話
の
モ
チ
ー
フ
は
類
似
し
て
い
る
も
の
の
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
『
発
心
集
』
に
よ
り
近
い
と
思
わ
れ
る
。

　
『
楊
鴫
暁
筆
』
本
文
（
以
下
、
「
本
文
」
と
す
る
）
は
、
ほ
ぼ
『
発
心
集
』
に
よ
っ
て
い
る
が
、
『
発
心
集
』
に
は
な
い
部
分
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
、

　
　
ふ
る
き
枕
の
上
に
は
借
老
の
契
約
よ
り
ふ
か
く
、
昏
の
袋
の
下
に
は
同
穴
の
呪
言
こ
ま
や
か
な
り
。

で
、
こ
れ
は
『
三
国
伝
記
』
に

　
　
古
キ
枕
．
上
ヘ
ニ
ハ
借
老
ノ
契
約
深
ク
、
紙
．
蓑
．
下
ニ
ハ
同
穴
ノ
呪
ビ
言
濃
也
。

と
あ
り
、
「
別
記
文
」
の
冒
頭
に
「
三
国
伝
記
云
々
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
こ
こ
は
『
三
国
伝
記
』
か
ら
採
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
他
の
部

分
が
『
発
心
集
』
に
近
い
表
現
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
こ
の
み
が
『
三
国
伝
記
』
か
ら
、
借
老
同
穴
の
故
事
の
テ
ー
マ
を
語
る
成
語
を
引
く

こ
と
は
、
妻
と
の
仲
の
良
さ
を
具
体
化
し
、
「
本
文
」
の
、
の
ち
の
展
開
、
主
題
を
強
調
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
故
事
の
成

語
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
を
文
学
史
の
課
題
と
し
て
注
目
し
た
い
。

　
さ
て
、
『
発
心
集
』
と
「
本
文
」
を
比
較
す
る
と
、
話
の
展
開
は
ほ
ぼ
同
じ
と
い
え
る
が
、
描
き
方
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
発

心
集
』
で
は

　
　
理
観
を
心
に
か
け
つ
つ
、
そ
の
勤
め
の
為
に
別
に
屋
を
作
り
て
、
か
し
こ
を
観
念
の
所
と
定
め
て
、
年
比
つ
と
め
行
ひ
け
り
。

と
男
が
別
に
修
行
す
る
為
の
場
所
を
作
っ
て
い
た
こ
と
を
記
し
、
又
、
「
終
り
思
ふ
さ
ま
に
め
で
た
く
し
て
、
西
に
向
ひ
て
息
絶
え
に
け
り
。
」

と
事
柄
の
理
由
、
原
因
が
詳
細
で
、
か
つ
表
現
が
往
生
語
の
典
型
的
な
型
と
な
っ
て
い
る
。
又
、
男
が
修
行
の
場
を
別
に
設
け
て
い
る
こ
と
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

ら
、
信
仰
心
は
深
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
妻
と
の
暮
ら
し
が
『
発
心
集
』
の
、
い
わ
ゆ
る
“
偽
悪
的
な
陰
徳
性
”
と
も
よ
み
と
れ
る
。
さ
ら
に

『
発
心
集
』
は
、
文
体
と
し
て
、
会
話
、
問
答
を
残
し
、
そ
の
中
で
も
「
あ
な
か
し
こ
、
あ
な
か
し
こ
、
妻
の
方
に
告
げ
給
ふ
な
。
」
の
く
り
返

し
の
表
現
、
先
に
も
挙
げ
た
「
い
と
も
わ
づ
ら
は
ず
、
終
り
め
で
た
く
し
て
、
西
に
向
ひ
て
息
絶
え
に
け
り
。
」
と
い
う
往
生
潭
の
型
、
「
さ
て
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し
も
あ
る
べ
き
な
ら
ね
ば
」
と
い
う
場
面
展
開
の
た
め
の
接
続
の
仕
方
、
そ
し
て
「
人
お
ち
て
近
付
き
も
寄
ら
ざ
り
け
る
間
に
」
と
い
う
語
り

方
な
ど
、
文
体
が
、
散
文
の
あ
り
方
の
中
の
「
語
り
」
の
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
往
生
潭
の
型
を
用
い
て
い
る
こ
と
と
合
わ
せ
て

散
文
表
現
の
一
つ
の
形
式
と
し
て
の
「
語
り
」
を
意
識
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
「
本
文
」
で
は
、
理
由
、
原
因
を
省
き
、
単
な
る
事
実
を
示
す
の
み
で
あ
る
。
そ
の
行
動
の
原
因
を
述
べ
ず
、
結
果
の
み
、

結
論
に
関
わ
る
事
柄
の
み
を
羅
列
す
る
。
例
え
ば
「
本
文
」
で
は

　
　
妻
に
か
く
と
い
ひ
た
り
け
れ
ば
、
彼
妻
即
お
び
た
・
し
く
手
を
た
・
き
、
目
を
怒
ら
か
し
、
世
に
怖
し
く
声
の
有
か
ぎ
り
お
め
き
叫
び
て

　
　
云
や
う
、
「
わ
れ
過
去
の
狗
留
孫
仏
の
時
よ
り
こ
や
つ
が
菩
提
を
妨
げ
ん
と
し
て
…
…
」

と
男
が
往
生
し
た
こ
と
を
聞
い
た
妻
が
気
絶
す
る
こ
と
な
く
、
す
ぐ
に
自
ら
の
正
体
を
話
し
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
『
発
心
集
』
で
は
、
こ

の
妻
が
一
度
気
絶
を
し
、
し
ば
ら
く
し
て
気
付
い
て
か
ら
、
自
ら
の
正
体
を
話
す
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
時
の
状
況
を

　
　
人
お
ち
て
、
近
付
き
も
寄
ら
ざ
り
け
る
間
に
…
…

　
　
人
い
と
ど
恐
れ
を
の
の
き
て
、
皆
は
ひ
か
く
れ
た
る
間
に
…
…

な
ど
と
し
て
、
人
々
の
様
子
や
恐
怖
感
が
描
か
れ
る
。
「
本
文
」
で
は
こ
れ
ら
の
人
々
、
周
り
の
状
況
描
写
を
省
き
、
話
の
展
開
に
関
わ
る
も

の
の
み
を
記
述
す
る
こ
と
で
、
あ
る
事
実
、
結
果
を
強
調
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
主
題
を
強
調
し
、
主
張
・
解
説
の
話
法
に
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
「
本
文
」
で
は
「
若
限
り
に
な
ら
ば
、
穴
か
し
こ
妻
の
か
た
に
告
げ
給
ふ
な
」
と
く
り
返
し
の
技
法
は
用
い
ず
、
又
、
男
の
臨
終
の

記
述
も
単
に
「
は
か
な
く
な
り
に
け
る
」
と
あ
る
の
み
で
、
『
発
心
集
』
の
「
い
と
も
わ
づ
ら
は
ず
終
り
思
ふ
さ
ま
め
で
た
く
し
て
、
西
に
向

ひ
て
息
絶
え
に
け
り
」
と
違
い
、
往
生
語
の
型
を
用
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
「
肥
後
国
女
」
は
主
題
を
強
調
し
た
文

体
と
い
え
、
物
語
と
し
て
の
『
発
心
集
』
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
論
述
を
主
と
し
た
も
の
に
要
約
し
な
が
ら
、
構
成
し
な
お

し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
「
別
記
文
」
は
、
そ
の
冒
頭
で
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三
国
伝
記
に
は
信
州
に
善
阿
弥
と
い
ふ
者
あ
り
。
其
後
遂
に
青
鬼
と
な
り
て
、
天
へ
あ
が
り
て
失
せ
に
け
り
と
書
た
り
。
両
伝
す
こ
し
か

　
　
は
り
た
る
や
う
な
れ
ど
も
同
じ
く
哉
。

と
し
て
両
伝
は
同
じ
話
で
は
な
い
か
と
し
た
後
、
「
悪
縁
を
恐
れ
て
そ
の
よ
う
な
人
か
ら
遠
ざ
か
る
よ
う
に
し
な
さ
い
」
と
い
う
『
発
心
集
』

の
教
え
を
引
用
し
、
そ
れ
に
関
す
る
例
を
『
発
心
集
』
を
中
心
に
示
し
て
い
る
。
『
発
心
集
』
に
は
記
述
の
な
い
例
を
い
く
つ
か
示
し
、
な
か

で
も
最
後
に
、
書
写
上
人
が
和
泉
式
部
を
鬼
と
形
容
し
た
例
を
引
く
こ
と
で
、
独
自
の
解
釈
‖
〈
女
V
を
恐
れ
よ
と
す
る
解
釈
を
も
っ
て
結
論

と
し
て
い
る
。
『
発
心
集
』
で
は
「
悪
縁
に
あ
ひ
て
妻
子
を
ま
う
く
る
た
め
し
多
か
り
。
我
も
人
も
凡
夫
な
れ
ば
た
だ
近
づ
か
ぬ
に
は
し
か
ぬ

な
り
」
と
妻
を
持
つ
こ
と
の
危
惧
は
挙
げ
て
い
る
が
、
〈
女
〉
全
て
の
否
定
ま
で
は
し
て
い
な
い
。
妻
を
持
つ
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
女
性
に
は

近
づ
か
な
い
方
が
良
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
「
別
記
文
」
で
は
『
発
心
集
』
を
使
い
な
が
ら
、
新
た
な
主
題
・
主
張
を
含
ん

で
い
る
。
「
別
記
文
」
で

　
　
飽
魚
の
い
ち
ぐ
ら
に
入
、
芝
蘭
の
薗
に
至
る
が
ご
と
し
。
…
…

な
ど
と
『
発
心
集
』
に
は
な
い
そ
の
説
話
の
テ
ー
マ
と
い
う
べ
き
故
事
の
成
語
を
引
く
。
こ
れ
は
、
「
別
記
文
」
が
主
張
を
持
っ
て
い
る
こ
と

と
関
連
が
あ
り
、
か
つ
、
又
こ
の
よ
う
な
「
別
記
文
」
の
主
張
は
「
本
文
」
の
解
説
的
で
、
主
題
を
強
調
し
た
論
述
の
文
体
・
姿
勢
と
関
連
を

持
つ
。
こ
れ
は
「
本
文
」
で
大
部
分
を
『
発
心
集
』
に
よ
り
な
が
ら
強
調
す
る
た
め
、
一
部
、
故
事
の
成
語
を
『
三
国
伝
記
』
よ
り
引
い
て
話

を
構
築
す
る
姿
勢
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と
い
え
る
。
「
別
記
文
」
は
、
単
な
る
「
本
文
」
の
補
足
で
は
な
く
、
「
本
文
」
の
主
張
の
敷
術
と

い
え
よ
う
。

　
ま
た
、
「
本
文
」
、
「
別
記
文
」
の
、
主
張
を
含
む
論
述
の
姿
勢
は
、
こ
の
巻
の
主
題
で
あ
る
「
怨
念
」
の
強
調
と
も
な
る
。
こ
れ
ら
の
姿
勢

は
、
巻
の
主
題
・
ひ
い
て
は
『
楊
鴫
暁
筆
』
全
体
の
態
度
と
も
関
わ
っ
て
い
る
。

　
次
に
同
じ
巻
の
巻
十
三
・
怨
念
・
第
二
十
「
死
女
本
結
」
の
例
を
検
討
し
て
い
く
。
こ
れ
も
「
本
文
」
や
市
古
貞
次
氏
の
頭
注
か
ら
『
発
心

集
』
巻
五
・
巻
四
「
亡
妻
現
身
、
夫
の
家
に
帰
り
来
た
る
事
」
が
出
典
と
思
わ
れ
る
。
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（
1
2
）

　
両
者
を
比
較
す
る
と
、
『
発
心
集
』
で
は
、
そ
の
事
柄
、
様
子
が
時
間
軸
に
沿
っ
て
描
写
さ
れ
て
お
り
、
一
つ
一
つ
の
事
柄
の
原
因
．
理
由

が
順
を
追
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
な
む
結
び
た
り
け
る
」
「
…
…
寝
所
に
来
た
り
ぬ
」
な
ど
の
語
尾
、
「
か
く
て
」
「
そ
の
後
」
な
ど

の
場
面
の
つ
な
ぎ
方
が
、
物
語
の
方
法
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
時
間
軸
に
従
っ
て
原
因
・
結
果
を
述
べ
る
手
法
と
も
結
び
付
き
、
物
語
の
ス
タ

イ
ル
と
い
え
る
。
又
、
会
話
体
が
い
く
つ
か
あ
り
、
心
中
語
の
「
い
か
で
今
一
度
あ
り
し
な
が
ら
の
姿
を
見
ん
」
や
、
地
の
文
「
う
れ
し
さ
に

先
づ
涙
こ
ぼ
れ
て
」
、
そ
し
て
そ
れ
に
続
く
男
と
亡
き
妻
と
の
会
話
、

　
　
…
…
「
さ
て
も
、
命
尽
き
て
生
を
隔
て
つ
る
に
は
あ
ら
ず
や
。
い
か
に
し
て
来
た
り
給
へ
る
ぞ
」
と
問
ふ
。

　
　
「
し
か
な
り
。
…
…
あ
り
が
た
き
事
わ
り
な
く
し
て
来
た
れ
る
な
り
」
と
語
る
。

と
「
…
…
と
問
ふ
。
」
「
…
…
と
語
る
。
」
い
う
表
現
な
ど
主
人
公
と
語
り
手
の
距
離
が
近
い
。
こ
れ
は
地
の
文
「
…
…
な
ぐ
さ
む
方
も
な
く
恋

し
く
わ
り
な
く
、
覚
ゆ
る
事
尽
き
せ
ず
」
や
「
其
の
外
の
心
の
中
、
書
き
つ
く
す
べ
か
ら
ず
。
」
な
ど
か
ら
も
い
え
、
物
語
の
ス
タ
イ
ル
を
意

識
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
、
「
本
文
」
は
、
内
容
も
箇
条
書
き
的
で
、
あ
る
事
実
、
事
柄
の
羅
列
と
な
る
。
例
え
ば
、
「
本
文
」
で
は
、
男
が
妻
を
失
っ
た

こ
と
を
「
男
が
妻
に
お
く
れ
…
…
」
と
事
実
の
み
の
記
述
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
『
発
心
集
』
で
は
「
子
を
生
み
て
後
、
重
く
煩
ひ
け
れ
ば

…
…
。
」
と
何
故
、
病
気
に
な
っ
て
亡
く
な
っ
た
の
か
、
理
由
を
明
確
に
し
、
対
照
的
な
ス
タ
イ
ル
と
し
て
い
る
。
「
本
文
」
は
、
そ
の
原
因
．

因
果
関
係
を
簡
潔
化
す
る
こ
と
で
、
あ
る
事
実
、
事
柄
を
強
調
し
、
全
体
が
解
説
的
で
あ
る
。
又
、
そ
の
結
果
、
主
張
を
含
ん
だ
、
論
述
の
ス

タ
イ
ル
と
な
る
。
こ
れ
も
要
約
し
な
が
ら
、
主
題
を
強
調
し
、
統
括
す
る
形
で
話
を
再
構
成
す
る
も
の
と
い
え
る
。

　
そ
し
て
又
、
同
じ
く
、
「
本
文
」
の
主
張
を
含
ん
だ
論
述
の
態
度
は
、
「
別
記
文
」
に
も
相
通
ず
る
。
「
別
記
文
」
で
は

　
　
今
云
、
限
な
り
し
時
、
髪
ゆ
ひ
た
り
し
本
ゆ
ひ
と
は
か
れ
が
死
し
て
の
ち
、
髪
を
ば
そ
ら
ざ
り
け
る
に
や
。
又
ほ
う
ぐ
に
て
も
と
ゆ
ひ
を

　
　
し
た
り
け
ん
も
い
か
“
、
い
ぶ
か
し
。

と
「
本
結
い
」
に
関
す
る
疑
問
点
を
述
べ
、
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し
か
は
あ
れ
ど
、
澄
憲
の
か
た
ら
れ
、
長
明
が
書
置
け
る
上
は
、
う
た
が
ふ
べ
か
ら
ず
や
。

と
、
そ
の
後
に
、
こ
の
「
本
文
」
に
対
す
る
解
釈
を
結
論
づ
け
る
。
本
結
い
の
仕
方
を
「
…
い
ぶ
か
し
」
と
し
つ
つ
も
、
「
…
…
う
た
が
ふ
べ

か
ら
ず
や
」
と
断
定
し
て
お
り
、
こ
れ
は
｝
種
の
読
み
で
、
解
釈
の
主
張
に
な
る
。

　
「
本
文
」
の
論
述
の
態
度
、
姿
勢
が
「
別
記
文
」
に
表
れ
て
い
る
例
と
い
え
る
。
「
本
文
」
は
、
『
発
心
集
』
の
前
半
部
分
の
み
を
採
る
。

『
発
心
集
』
で
は
、
こ
の
後
も
例
話
を
挙
げ
、
全
体
の
結
論
と
し
て
は
”
仏
へ
の
思
慕
の
す
す
め
”
と
な
る
。
本
文
で
引
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ

は
、
『
発
心
集
」
で
は
、
例
話
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。
「
本
文
」
で
は
”
志
の
深
さ
”
と
”
不
思
議
”
を
強
調
し
、
帰
着
点
が
異
な
る
。
「
死
女

本
結
」
で
は
『
発
心
集
』
の
一
部
分
の
み
に
重
点
を
置
き
、
意
図
的
に
主
題
を
異
に
す
る
。

　
こ
の
こ
と
も
前
例
と
同
じ
く
、
こ
の
巻
の
主
題
で
あ
る
「
怨
念
」
に
合
わ
せ
た
読
み
と
い
え
る
。
そ
し
て
そ
の
読
み
を
支
え
て
い
る
の
が

「
別
記
文
」
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
「
別
記
文
」
の
意
味
は
、
多
様
で
あ
り
、
今
回
と
り
あ
げ
た
例
は
統
括
、
批
評
な
ど
、
そ
の
意
味
の
一
部
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ

に
し
て
も
、
「
別
記
文
」
は
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
説
話
受
容
の
あ
り
方
と
深
い
関
係
が
あ
る
と
い
え
、
説
話
受
容
の
解
釈
の
提
示
、
全
体
の
主
張

を
強
調
し
て
い
て
、
必
然
性
を
持
っ
た
方
法
と
い
え
る
。
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五
、
成
立
の
場
に
関
す
る
仮
説

　
こ
こ
で
、
説
話
の
成
り
立
ち
を
示
唆
す
る
例
を
見
て
い
き
た
い
。

　
巻
十
（
似
類
下
）
第
二
十
九
「
延
喜
帝
」
は
延
喜
帝
の
堕
地
獄
の
話
で
、
日
蔵
上
人
の
蘇
生
謹
で
あ
る
。
『
扶
桑
略
記
』
、
『
宝
物
集
』
、
『
十

訓
抄
』
、
『
沙
石
集
』
、
『
元
亨
釈
書
』
、
『
真
言
傳
』
、
『
神
道
集
』
、
『
太
平
記
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
「
延
喜
帝
」
に

は
他
の
「
日
蔵
上
人
蘇
生
謹
」
と
異
な
る
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。
す
な
わ
ち



①
日
蔵
の
出
自
を
朱
雀
帝
の
こ
落
胤
1
1
（
延
喜
帝
の
孫
）
と
し
て
い
る
こ
と

②
日
蔵
が
冥
界
を
巡
っ
た
き
っ
か
け
と
し
て
、
頓
死
す
る
の
で
は
な
く
、
生
き
た
ま
ま
、
菅
丞
相
に
出
会
う
と
す
る
こ
と

③
地
獄
へ
日
蔵
を
案
内
す
る
の
が
「
蔵
王
菩
薩
」
や
「
金
剛
蔵
王
」
で
は
な
く
、
菅
丞
相
で
あ
る
こ
と

④
地
獄
で
延
喜
帝
が
い
た
場
所
が
塘
爆
増
と
い
う
地
獄
で
あ
る
こ
と

⑤
帝
の
罪
を
三
つ
と
し
て
い
る
こ
と

　
　
一
、
い
わ
ゆ
る
、
賢
王
と
い
わ
れ
て
位
を
久
し
く
保
と
う
と
し
た
た
め

　
　
二
、
ゆ
え
な
く
、
賢
臣
を
流
し
た
故

　
　
三
、
親
を
お
ろ
か
に
見
下
し
た
故

　
　
　
（
ち
な
み
に
『
太
平
記
』
な
ど
、
五
つ
の
罪
と
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
）

の
五
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
他
の
「
日
蔵
上
人
蘇
生
謹
」
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
独
自
の
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

か
し
、
島
原
松
平
本
『
平
家
打
聞
』
に
、
こ
れ
に
近
い
記
述
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
書
と
比
較
し
つ
つ
、
挙
げ
て
み
る
と

①
の
日
蔵
の
出
自
に
つ
い
て

　
　
朱
雀
院
の
落
胤
に
て
、
や
ご
と
な
き
聖
人
に
て
ぞ
お
は
し
け
る
。
　
　
　
（
『
楊
鴫
暁
筆
』
）

　
　
抑
延
喜
御
孫
子
、
朱
雀
院
御
子
、
日
蔵
上
人
、
行
三
金
峰
山
三
、
　
　
（
『
平
家
打
聞
』
）

②
③
の
日
蔵
が
地
獄
を
巡
る
き
っ
か
け
に
つ
い
て

　
　
或
夜
の
明
が
た
に
、
人
多
く
参
詣
す
る
音
し
け
れ
ば
、
ひ
そ
か
に
か
く
れ
て
見
給
ふ
に
、
や
ご
と
な
き
上
藺
の
束
帯
装
束
し
た
る
が
、

　
　
に
乗
、
千
万
の
鬼
神
を
具
足
し
て
ま
い
ら
せ
給
ふ
。
　
　
　
（
『
楊
鴫
暁
筆
』
）

　　　し
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輿

　
　
　
マ
マ

或
時
菅
蒸
相
、
鬼
神
十
二
人
、
輿
昇
（
セ
．
ア
）
、
通
玉
ヲ
ニ
日
蔵
ノ
）
庵
室
前
（
ヲ
）
、
三
見
之
ヲ
、
恐
思
ル
処
．
、
押
一
ア
三
輿
．
、
日
蔵
公
ハ
此
カ
ト
被
レ
尋
、
不
シ
．
ア



及
力
、
出
向
、
輿
三
．
、
行
。
。
冥
途
へ
一
、

（『

ｽ
家
打
聞
』
）

⑤
の
帝
の
罪
に
つ
い
て

　
　
「
朕
に
三
の
罪
有
り
て
、
今
此
地
獄
に
お
ち
侍
る
也
。
所
謂
賢
王
と
い
わ
れ
て
位
を
久
し
く
保
ば
や
と
思
ひ
し
故
、
次
に
は
ゆ
へ
な
く
賢

　
　
臣
を
流
せ
し
ゆ
へ
、
三
に
は
我
お
や
を
お
ろ
か
に
見
く
だ
し
奉
し
ゆ
へ
也
。
…
…
」
　
　
　
（
『
楊
鴫
暁
筆
』
）

　
　
…
…
我
．
、
依
三
失
受
タ
リ
・
二
・
奈
落
ノ
苦
ヲ
娠
跳
　
（
『
平
家
打
聞
』
）

と
あ
り
、
そ
の
前
の
箇
所
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
而
、
依
．
二
三
失
三
、
堕
二
地
獄
三
、
其
三
失
者
、
依
二
無
実
三
、
北
野
菅
蒸
相
ヲ
、
奉
玉
シ
ニ
移
シ
ニ
太
宰
府
．
一
事
、
非
レ
理
二
、
流
二
臣
下
ヲ
一
、
主

　
　
上
失
ナ
リ
』
亭
…
寛
平
法
皇
元
ク
レ
益
、
泣
・
返
玉
、
、
、
故
・
、
親
ヲ
奉
リ
ニ
見
下
サ
ケ
一
、
被
三
背
父
命
ヲ
ネ
孝
科
ヰ
ー
…
治
天
時
久
ク
、
積
二
民

　
　
歎
ヲ
三
『
此
三
失
ノ
・
故
ナ
リ
…
…
　
（
『
平
家
打
聞
』
）

と
あ
る
。
①
の
日
蔵
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
同
じ
内
容
、
②
③
に
つ
い
て
も
菅
丞
相
と
の
出
会
い
方
に
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
⑤
の
三
つ
の

罪
に
つ
い
て
は
、
罪
の
順
序
は
異
な
る
も
の
の
、
罪
の
内
容
は
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
こ
の
モ
チ
ー
フ
自
体
、
似
通
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
「
別
記
文
」
で
は
、
「
今
云
、
此
事
健
な
る
本
文
を
し
ら
ず
、
追
て
可
糾
明
。
」
と
あ
り
、
特
に
『
平
家
打
聞
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
触
れ

て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
両
者
に
共
通
の
成
立
の
場
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
平
家
打
聞
』
に
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
本
文
と
似
た
モ
チ
ー
フ
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
本
書
の
説
話
の
成
り
立
ち
、
背
景
を
考
え
る
上
で
示

　
　
　
（
1
4
）

唆
的
で
あ
る
。
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六
、
ま
と
め

　
「
別
記
文
」
は
、
上
述
の
通
り
『
源
平
盛
衰
記
」
に
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
別
記
の
形
式
は
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
み
の
問
題
で
は
な
い

と
い
え
る
。
又
、
今
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
「
別
記
文
」
は
、
「
本
文
」
の
補
足
で
は
な
く
、
主
張
を
含
み
、
「
本
文
」
と
等
し
い
価
値
を
持

つ
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
別
記
文
」
は
こ
の
時
代
の
表
現
方
法
の
一
つ
と
し
て
説
話
受
容
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
問
題
を
含

ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
1
）

（
2
）

　
注
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
」
（
岩
波
書
店
）
『
楊
鴫
暁
筆
」
項
　
担
当
　
原
田
行
造
氏
、
『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』
（
明
治
書
院
）
『
楊
鴫
暁
筆
』

項
担
当
伊
東
玉
美
氏

日
比
野
和
子
氏
「
源
平
盛
衰
記
に
関
す
る
一
考
察
ー
別
記
文
に
つ
い
て
ー
」
『
日
本
文
学
研
究
大
成
・
平
家
物
語
1
」
編
者
　
武
久
堅
氏
・
平

成
二
年
七
月
二
十
五
日
発
行
　
（
株
）
国
書
刊
行
会
所
収

　
ち
な
み
に
、
岡
田
三
津
子
氏
は
、
「
『
源
平
盛
衰
記
」
一
字
下
げ
記
事
の
検
討
」
（
『
神
女
大
国
文
一
第
十
二
号
平
成
十
三
年
三
月
七
日
）
で
、

「
日
比
野
氏
が
検
討
の
対
象
と
し
た
伝
本
に
、
成
喪
堂
文
庫
蔵
写
本
と
早
稲
田
大
学
図
書
館
無
刊
記
整
版
へ
の
黒
川
本
の
書
き
込
み
を
加
え
、
改

め
て
、
一
字
下
げ
記
事
に
つ
い
て
検
討
す
る
」
と
し
て
、
六
種
の
諸
本
に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
章
段
目
録
と
一
字
下
げ
記
事

と
の
関
連
、
異
本
異
説
記
事
、
注
釈
的
記
事
の
順
に
考
察
さ
れ
、
一
字
下
げ
記
事
の
内
容
が
諸
本
に
よ
っ
て
は
、
割
注
・
傍
書
に
な
っ
て
い
る

も
の
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
「
盛
衰
記
の
一
字
下
げ
記
事
が
割
注
と
同
じ
性
質
を
有
す
る
」
と
さ
れ
る
。
又
、
一
字
下
げ
記
事
の
あ
り
か
た

は
「
注
釈
的
な
記
事
が
傍
書
・
割
注
に
お
さ
ま
り
き
ら
な
い
こ
と
か
ら
発
展
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
」
と
し
、
「
盛
衰
記
の
一
字
下
げ
記
事
は
、

「
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
一
書
の
説
や
、
歌
学
書
に
お
け
る
一
字
下
げ
記
事
な
ど
と
同
様
、
本
文
の
注
釈
や
異
本
異
説
を
通
常
の
本
文
と
は
区
別

し
て
提
示
す
る
た
め
の
形
式
で
あ
っ
た
」
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
岡
田
氏
は
、
こ
の
形
式
を
「
一
字
下
げ
、
低
書
部
、
別
記
文
な
ど
様
々
な
呼
称
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
「
一
字
下
げ
記
事
」
と
称
す
る
」
と
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し
て
、
＝
字
下
げ
記
事
」
と
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
本
稿
で
は
、
論
の
き
っ
か
け
が
、
日
比
野
氏
の
論
文
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
別
記
文
」

　
　
の
名
称
を
用
い
る
。

（
3
）
　
『
楊
鴫
暁
筆
』
引
用
は
、
全
て
［
中
世
の
文
学
］
校
注
　
市
古
貞
次
氏
　
　
平
成
四
年
一
月
十
五
日
初
版
発
行
三
弥
井
書
店
に
よ
る
。

（
4
）
例
と
し
て
、
巻
二
十
三
・
雑
の
表
題
の
有
無
の
表
を
あ
げ
る
。
網
掛
け
の
部
分
が
、
話
末
に
「
別
記
文
」
が
付
さ
れ
て
い
る
説
話
で
あ
る
。

　
　
諸
本
は
、
略
称
を
用
い
る
。
（
前
述
の
通
り
）
上
か
ら
、
二
十
三
巻
本
・
二
十
巻
本
・
抄
本
の
順
で
あ
る
。

　
　
表
題
の
あ
る
も
の
は
○
、
な
い
も
の
は
×
で
示
し
た
。
ま
た
、
説
話
番
号
が
あ
る
も
の
は
、
そ
の
番
号
を
付
し
た
。

巻

題

国
会
1

内
閣

鈴
鹿

京
大
①

神
宮
〈
1
＞

京
大
②

刈
谷

国
会
n
神
宮
〈
2
＞

陽
明

備
考

廿
三

八
角
七
重
塔
滅
失

○

×
　
＊

○

○

〇
一

○

○

○

×

○

＊
巻
の
題
「
雑
」
は
あ
り
。

懸
金
鈴
比
丘

○

×
二

○

○

×
二

×
二

×
二

×

×

×

鬼
欲
食
人

○

×
改
行

○

○

×
三

×
三

×
三

×

×

×

殺
鳥
狩
人

○

×

○

○

×
四

×
四

×
四

×

×

×

屠
殺
生
天

○

×
改
行

○

○

×
五

×
五

×
五

×

×

×

依
小
施
得
大
罪

○

×
改
行

○

○

×
六

×
六

×
六

×

×

×

犯
法
鬼

○

×
改
行

○

○

×
七

×
七

×
七

×

×

×

夫
婦
無
言

○

×
改
行

○

○

×
八

〇
八

〇
八

×

×

×

夫
婦
互
妬

○

×
八

○

○

×
九

〇
九

〇
九

×

×

×

伎
児
誤
走

○

×
改
行

○

○

×
十

〇
十

〇
十

×

×

×

四
獣
与
食
道
人

○

×
改
行

○

○

〇
十
一

〇
十
一

〇
十
一

×

×

×

三
獣
与
食
老
婦

○

×
十

○

○

〇
十
二

〇
十
二

〇
十
二

×

×

×

南
天
鉄
腹
外
道

○

×
十
一

○

○

〇
十
三

〇
十
三

〇
十
三

×

×

×
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離
波
多

○

×
十
二

○

○

〇
十
四

〇
十
四

〇
十
四

×

×

×

酔
狂
成
沙
門

○

×
十
三

○

○

〇
十
五

〇
十
五

〇
十
五

×

×

×

蓮
花
女

○

〇
十
三

○

○

〇
十
六

〇
十
六

〇
十
六

○

○

○

酔
狂
逆
罪

○

×
改
行

○

○

〇
十
七

〇
十
七

〇
十
七

×

×

×

大
天
逆
罪

○
借
糞

〇
十
五

○
砦
糞

○

〇
十
八

〇
十
八

〇
十
八

×

×

×

糞
苦
天
↓
夫

提
婆
達
多

○

〇
十
六

○

○

〇
十
九
〇
十
九
　
＊

〇
十
九
　
＊

×

×

×

＊
表
題
「
提
婆
（
身
子
投
提
）
」

仏
図
澄

○

〇
十
七

○

○

○
廿

○
廿

○
廿

×

×

×

曹
蛾

○

×
改
行

○

○

○
廿
一

○
廿
一

○
廿
一

×

×

×

楚
荘
王

○

×

○

○

○
廿
二

○
廿
二

○
廿
二

×

×

×

鼠
物
語

○

○

○

○

○
廿
三

○
廿
三

○
廿
三

○

○

○

765
）））
『
国
書
総
目
録
」
、
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
（
岩
波
書
店
）
、
『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』
（
明
治
書
院
）
な
ど

『
摂
津
徴
』
浅
井
幽
清
著
　
諸
々
の
書
物
の
雑
録
・
叢
書

二
十
三
巻
本
．
二
十
巻
本
と
抄
本
で
、
別
記
の
採
否
が
明
ら
か
に
異
な
る
箇
所
が
全
体
で
、
八
箇
所
あ
る
。
（
内
、
【
表
1
】
に
挙
げ
た
例
を
含

む
）
こ
の
八
箇
所
の
内
、
三
例
は
、
内
閣
文
庫
蔵
本
が
、
抄
本
と
別
記
の
採
否
が
同
じ
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
内
閣
文
庫
蔵
本
は
、
同
形
態

の
諸
本
と
別
記
の
採
否
に
異
同
が
み
ら
れ
、
内
閣
文
庫
蔵
本
自
体
の
問
題
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
も
含
め
て
大
き
く
二
形
態
に
分
け

ら
れ
る
と
考
え
た
。

　
以
下
、
そ
の
八
箇
所
の
部
分
の
表
を
あ
げ
る
。
な
お
、
そ
の
順
番
は
、
巻
の
順
と
す
る
。

　
【
表
1
】
と
同
様
、
別
記
の
形
式
を
採
っ
て
い
る
も
の
に
○
、
採
っ
て
い
な
い
も
の
を
×
で
示
す
。
ま
た
、
二
十
巻
本
の
斜
線
は
そ
の
巻
自

　
体
、
二
十
巻
本
に
な
い
こ
と
を
示
す
。

　
又
、
諸
本
に
つ
い
て
は
、
略
称
を
用
い
、
引
用
は
『
楊
鴫
暁
筆
』
（
中
世
の
文
学
）
三
弥
井
書
店
に
よ
る
。
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①②③④

巻

題

別
記
の
箇
所

国
会

内
閣

鈴
鹿

京
大

神
宮

京
大

京
大

刈
谷

国
会

神
宮

陽
明

1

①

1

②

③

n

2

巻
一

一
、
戯
実

爾
前
法
花
の
得
道
の
有
無
、
当
分
跨

節
教
部
権
実
に
約
し
て
い
ひ
わ
く
る

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

こ
そ
猶
む
つ
か
し
け
れ
。

巻
二

五
、
阿
育
大
王

な
ど
や
、
法
花
経
に
「
如
闇
得
灯
、

如
渡
得
船
」
と
と
か
れ
け
る
を
ば
、

信
じ
奉
ら
ざ
る
を
や
。
又
、
「
離
一
切
苦
、
能
解
一
切
生
死
の
縛
」
と
と
か
れ
た
れ
ば
、
信
ず
べ
き
は
此
法
也
。
貴
べ
き
妙
法
也
。

○

×

○

○

○

○

○

○
能
解
ま
で

×

×

×

巻
九

六
、
漢
土
斎
会

私
云
、
是
は
、
あ
が
れ
る
世
に
し
て
、

化
女

又
、
も
ろ
こ
し
な
ど
の
事
な
れ
ば
、

さ
も
侍
り
な
ん
。
暗
西
上
人
の
化
女
に
逢
給
へ
り
し
こ
そ
、
返
々
も
あ
や
し
く
も
、
又
は
た
・
2
く
も
侍
れ
。
…
…
夢
に
く
だ
か
れ
、
を
の
れ
の
み
生
死

こ
の
部
分
な
し

○

こ
の
部
分
な
し

こ
の
部
分
な
し

こ
の
部
分
な
し

こ
の
部
分
な
し

欠

こ
の
部
分
な
し

○

○

○

の
海
に
帰
ら
ん
事
の
心
う
き
は
更
に

か
き
述
べ
く
も
侍
ら
ず
。

巻
十

十
四
、
仏
説

今
云
、
此
経
ハ
後
漢
代
安
世
尊
之
訳

也
、
世
尊
は
天
竺
安
足
国
の
大
王
の

太
子
、
後
漢
の
十
一
代
桓
帝
の
世
、

×

×

X

×

○

○

○
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⑤⑥⑦

建
和
二
年
に
洛
邑
に
来
れ
り
。
…
…

深
く
、
こ
の
事
を
お
も
ふ
べ
し
。

巻
十
二

四
、
宝
天
比
丘

彼
阿
育
王
の
因
位
、
土
の
餅
を
仏
に

因
果

奉
る
に
よ
り
閻
浮
四
分
一
の
果
を
得

初
善

給
へ
り
。
…
…
こ
れ
を
仏
に
奉
り
功
徳
の
こ
の
み
を
結
ば
ん
と
思
ふ
心
の

○

○

○

○

○

○

欠

○

×

×

×

な
か
る
ら
ん
、
あ
さ
ま
し
き
は
我
ら

に
過
た
る
侍
ら
ず
。

巻
十
六

九
、
漢
高
魏
文

一、

v
剣
は
世
を
治
る
の
み
な
ら
ず
、

剣

又
是
災
難
を
払
ふ
な
か
だ
ち
也
。
…
…

高
祖
聞
て
悦
給
へ
り
。
漢
書

〔一

b
全
文
〕

一、

秘
ｰ
文
帝
の
時
駿
馬
あ
り
。
…
…

時
に
御
狩
に
出
給
は
ん
と
て
、
此
馬

に
乗
ら
ん
と
し
給
へ
ば
、
馬
御
衣
の

香
は
し
き
に
驚
き
、
帝
の
御
膝
を
食

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

ひ
た
り
け
れ
ば
、
い
か
“
し
給
ひ
け

ん
、
剣
を
抜
き
馬
を
差
殺
し
給
へ
り
。

魏
略
一
、
又
む
か
し
夏
禺
王
船
に
乗
じ
、

従
臣
十
三
人
共
に
江
を
渡
り
た
ま
ふ

に
、
…
…
此
意
な
り
。

巻
十
七

十
四
、
昆
明
池

　
　
　
　
　
　
マ
　
マ
一
、
昆
明
池
と
言
は
長
安
の
西
南
に

玉

あ
り
。
…
…
浬
清
瀬
漉
漕
清
湧
涌
等

×

○

×

×

×

×

×

×

○

○

○
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⑧

の
八
の
大
河
せ
き
入
れ
ら
れ
た
り
。

巻
廿
二

衣
領
樹

×

○

×

×

×

×

×

×

○

○

（
8
）

『
楊
鴫
暁
筆
抜
書
』
は
、
「
楊
鴫
暁
筆
　
全
部
廿
三
巻
、
借
用
　
明
日
香
井
家
蔵
本
　
　
四
五
六
七
八
十
八
十
九
廿
廿
一
等
ノ
不
足
」

と
あ
る
。
又
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
を
書
き
抜
く
だ
け
で
な
く
、
そ
の
本
文
の
出
典
を
推
測
し
、
記
す
な
ど
し
て
い
る
。

　
本
文
を
略
し
て
書
き
抜
き
、
別
記
文
を
一
段
下
げ
て
書
き
抜
い
て
い
る
が
、
本
文
を
書
き
抜
か
ず
、
別
記
文
の
み
を
書
き
抜
い
て
い
る
場
合

は
、
本
文
と
同
じ
高
さ
で
書
い
て
あ
る
。
巻
十
・
似
類
下
の
箇
所
で
、
上
述
の
例
に
挙
げ
た
「
魯
連
先
生
」
と
「
噌
陽
公
」
の
箇
所
を
例
と
し

て
挙
げ
る
。
（
傍
線
部
分
は
朱
線
が
付
さ
れ
て
い
る
箇
所
）

　
魯
連
先
生

　
　
趙
の
兵
を
追
に
、
日
既
に
昏
ぬ
れ
ば
、
魯
連
脆

　
　
て
日
を
拝
し
、
文
を
も
て
日
を
か
へ
す
に
、

　
　
日
す
な
は
ち
・
。
速
て
日
中
な
り
。
魏
志
に
見
へ
た
り
。

噌
陽
公

　
　
ー
楚
の
大
将
軍
也
。
か
れ
韓
と
戦
に
日
暮

　
　
ぬ
れ
ば
、
文
を
と
ば
し
て
日
を
さ
し
ま
ね
く
ー

　
　
　
　
此
両
人
日
を
“
・
速
す
事
、
同
異
尋
ぬ
べ
し
。
又

　
　
　
　
仏
家
に
は
日
を
還
す
沙
汰
を
し
ら
ず
、
倶
舎
等

　
　
　
　
の
性
相
に
背
く
が
ゆ
へ
な
り
。

一134一



（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

『
発
心
集
』
の
引
用
と
し
て
「
方
丈
記
・
発
心
集
」
　
校
注
　
三
木
紀
人
氏
［
新
潮
古
典
文
学
集
成
］
を
引
用
す
る
。

こ
こ
に
挙
げ
た
例
の
『
発
心
集
」
の
説
話
の
表
現
の
諸
本
の
異
同
か
ら
、
流
布
本
の
版
本
が
よ
り
近
い
と
思
わ
れ
る
。

　
諸
本
の
異
同
に
つ
い
て
、
簗
瀬
一
雄
氏
「
校
註
鴨
長
明
全
集
』
風
間
書
房
、
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
神
宮
文
庫
蔵
本
と
し
て
『
異
本
発
心
集
」

（
古
典
文
庫
）
、
慶
安
四
年
片
仮
名
版
本
と
し
て
前
述
の
［
新
潮
古
典
文
学
集
成
］
、
『
大
日
本
仏
教
全
書
一
、
寛
文
十
年
平
仮
名
版
本
と
し
て
『
改

定
史
籍
集
覧
」
を
参
照
し
た
。

『
三
国
伝
記
』
の
引
用
は
『
三
国
伝
記
』
（
上
）
［
中
世
の
文
学
］
校
注
　
池
上
洵
一
氏
　
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
十
日
第
一
刷
・
六
十
一
年
九

月
二
十
五
日
第
二
刷
発
行
　
三
弥
井
書
店
に
よ
る
。

『
発
心
集
』
の
”
偽
悪
”
の
行
為
に
関
し
て
は
簗
瀬
一
雄
氏
『
発
心
集
研
究
』
昭
和
五
十
年
　
加
藤
中
道
館
　
発
行
、
三
木
紀
人
氏
「
発
心
と

偽
悪
ー
『
発
心
集
』
の
玄
賓
と
増
賀
」
（
『
仏
教
文
学
講
座
・
第
五
巻
』
平
成
八
年
　
勉
誠
社
　
所
収
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

『
発
心
集
』
巻
五
・
巻
四
「
亡
妻
現
身
、
夫
の
家
に
帰
り
来
た
る
事
」
は
、
表
現
の
諸
本
の
異
同
か
ら
、
流
布
本
の
版
本
が
よ
り
近
い
と
思
わ

れ
る
。
諸
本
の
異
同
に
つ
い
て
の
テ
ク
ス
ト
は
、
（
注
9
）
に
同
じ
。

「
日
本
文
学
説
林
』
所
収
（
黒
田
彰
氏
　
島
原
松
平
本
『
平
家
打
聞
』
）
編
者
　
矢
野
貫
一
氏
、
長
友
千
代
治
氏
　
　
昭
和
六
十
一
年
九
月
十
八

日
初
版
第
一
刷
発
行
　
　
和
泉
書
院

　
又
、
引
用
箇
所
は
返
り
点
な
ど
も
含
め
、
全
て
こ
の
本
書
に
依
る
。

岩
名
紀
彦
氏
「
「
平
家
物
語
」
の
注
釈
態
度
」
（
『
伝
承
文
学
研
究
』
四
八
号
・
平
成
十
年
・
十
一
月
）
は
、
『
平
家
打
聞
」
（
以
下
、
「
打
聞
」
と

略
す
）
は
、
四
部
合
戦
状
本
「
平
家
物
語
」
（
以
下
、
四
部
本
と
略
す
）
の
注
釈
書
で
あ
る
が
、
そ
の
注
釈
語
に
は
、
内
容
的
に
ず
れ
を
生
じ
る

も
の
な
ど
「
打
聞
」
自
体
の
注
釈
方
針
や
態
度
に
疑
問
点
が
多
く
、
こ
の
書
の
特
徴
及
び
、
性
格
は
朱
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
と
し
た
上
で
、
「
打
聞
」
の
注
釈
態
度
を
四
部
本
本
文
と
の
関
係
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
意
識
を
も
っ
て
、
注
釈
を
し
て
い
っ
た
の
か
を
考

察
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
打
聞
」
に
、
平
曲
享
受
と
関
わ
る
よ
う
な
編
集
語
が
見
ら
れ
、
特
に
平
曲
伝
授
で
特
別
視
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
集
中

的
な
注
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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本
稿
は
、
中
世
文
学
会
　
平
成
十
三
年
度
春
季
大
会
（
於
　
群
馬
県
立
女
子
大
）
に
お
い
て
、

席
上
、
諸
先
生
方
に
数
々
の
ご
教
示
・
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

口
頭
発
表
し
た
内
容
に
、
加
筆
・
訂
正
し
た
も
の
で
す
。


